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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚盲学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月３日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①主体的・対話的で
深い学びの実現に向
けて、各教科等の特
質を生かし、教科等
横断的な視点に立っ
た教育課程の編成及
び授業改善を行う。 

 
②視覚障害等による
学習上又は生活上
の困難を改善・克
服し自立を図るた
めに必要となる知
識・技能等の習得
に向けた専門的指
導を行う。 

①幼児児童生徒の実態
に応じた授業改善に
取り組み、主体的・
対話的で深い学びに
よる授業を実現す
る。 

 
 
②視覚障害教育の専門
性に基づいた的確な
実態や教育的ニーズ
の把握を行い、個に
応じた指導・支援を
充実する。 

①互いの授業を参観する
など、教員が学び合え
る環境を工夫すること
で、目的やねらいを明
確にした授業づくりを
行う。 

 
 
②実態や教育的ニーズに
応じた指導計画や指導
方法により、知識や技
能の習得に向けた指導
を充実させる。 

 

①各々の教員が行ってい
る授業について、その
実践を共有し、自らの
実践に活かすことがで
きたか。 

 
 
 
②個々に応じた指導計画
に基づき、指導の工夫
などを行うことで、知
識や技能の習得を向上
させることができた
か。 

①研究授業をスキル向
上に繋げることがで
きた。重複学級で
は、教科横断的な授
業の実践により、理
解を深めることがで
きた。 

 
②見え方に応じた学習
指導や歩行指導、ま
た、ICT機器の活用な
ど工夫をし、実践に
繋げた。新着任者研
修も専門性の維持に
効果的であった。 

①現在の実践を基盤
にし、授業改善を継
続するが、教員が互
いに学び合う機会や
工夫のさらなる醸成
が課題である。 

 
 
②個々の見え方の変
化に関し注意深い観
察が必要。個々に応
じた指導に小集団で
あることは利点であ
るが、反面、相互に
関わり合う学習の構
築は課題である。 

①「わかりやすい授業
か」で「そう思う」
「ややそう思う」の
回答が幼小中普部保
護者９割強、理療専
攻生徒８割弱。(評価
アンケート) 

 
②合同授業等に取組み
つつ小集団の利点も
生かせた。(学校運営
協議会)「個々に応じ
た指導計画」で「思
わない」等否定的回
答は幼小中普部保護
者では０名だった。
(評価アンケート) 

 

①教育課程の改訂や
検証も学部単位で
進めることができ
た。研究授業以外
での授業実践の共
有が課題である。 

 
 
②個々に応じた指導
を工夫し、成果を
あげつつ、協働的
な学習についての
課題とその改善へ
も繋がっており継
続的な取組みが必
要である。 

①教育課程の検討
や検証を、授業
改善に繋げた
い。加えて管理
職の授業参観も
裾野の拡大に繋
げたい。 

 
②組織的取組みに
よる専門性の維
持向上や、寄宿
舎での指導も含
め、個々に応じ
た指導の充実を
進める。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①幼児児童生徒一人
ひとりの実態をふ
まえ、課題を的確
に捉え、個に応じ
た生徒指導・支援
を組織的に行う。 

①-１関係者間の情報共
有を密にし、個のニ
ーズに応じた組織的
な指導・支援を行
う。 

 
 
 
①-２組織的な連携・協
力に基づく校内の支
援体制による教育相
談システムにより多
様な問題を適切に解
決する。 

 

①-１幼児・児童・生徒
の日々の状況や実態、
本人を取り巻く環境に
ついて、関係者間で情
報を密に共有する。 

 
 
 
①-２校内支援体制のも
と、幼児・児童・生徒
の指導上の課題などに
ついて組織的な対応で
の支援を推進する。 

 

①-１関係者間の共通理
解と協力により、幼
児・児童・生徒に的確
な指導・支援を行うこ
とができたか。 

 
 
 
①-２校内支援体制の活
用による組織的な対応
により、指導・支援の
充実を行うことができ
たか。 

①-１学校生活アンケー
トでは、生徒指導の
重大事項は確認され
なかった。専門職を
含めた関係者での共
有や働きかけも有効
であった。 

 
①-２校内での相談件数
が昨年度の約２倍に
なるなど、ケース会
等も含め組織的な対
応によるが定着しつ
つある。 

①-１迅速な情報の共
有や適時に相談でき
る体制の醸成に努め
る。家庭や地域、寄
宿舎も含め、情報の
丁寧な把握が必要で
ある。 

 
①-２各学部の幼児・
児童・生徒の状況に
ついての適時な把握
と解決のため、学部
と担当チームの連携
を深める。 

①-１、２「相談に丁寧
に対応している」で
幼小中普部保護者で
は、「そう思う」
「ややそう思う」の
肯定的回答が全てで
あったが、理療専攻
生徒では、同様の回
答は、８割弱であっ
た。(評価アンケー
ト) 

①-１学部と分掌、
専門職や養護教諭
などの連携が進ん
だが、それでも、
生徒等、自身はそ
れぞれ様々な課題
を抱えている。 

 
①-２学級等で問題
を抱えず、組織的
な対応を行えたケ
ースが増えたので
定着が課題であ
る。 

①-１各々の役割で
の協力や連携を
今後も継続、充
実させ、幼児・
児童・生徒に丁
寧に向き合う必
要がある。 

 
①-２校内相談につ
いて組織的対応
を進めることが
できたので、定
着を図る。 

３ 進路指導・支援 

①幼稚部や小学部を
含む早期から高等
部まで自分の将来
について主体的に
考えられるように
支援し、一貫した
進路支援を行う。 

①-１幼児・児童・生徒
が自らの将来を主体
的に考えられるよう
キャリア教育の効果
的な指導・支援を実
施する。 

 
 
 
 
①-２国家試験合格とそ
の後の就労定着に向
けた評価・改善に基
づく指導・支援の内
容と方法を充実す
る。 

 

①-１キャリアパスポー
ト等の有効活用や発達
段階に応じた進路情報
の提供を積極的に行
う。 

 
 
 
 
 
①-２国家試験に向けた
指導計画やそれを達成
するための授業改善と
職場定着のための支援
を行う。 

①-１幼児・児童・生徒
が主体的に発達段階に
応じて進路やキャリア
を考えられるよう進路
指導・支援を進めるこ
とができたか。 

 
 
 
 
①-２国家試験の受験及
び就労定着に向けた個
別の指導計画を作成
し、指導・支援を行う
ことができたか。 

①-１キャリアパスポー
トは、適切な時期に
作成を行った。発達
段階に応じた保護者
への情報提供や幼小
部教員の研修への高
等部進路担当の協力
など充実が図れた。 

 
 
①-２保専部では、３回
の模擬試験や適時の
補習に加え、進路懇
談会や研修会を行
い、進路指導や支援
の充実を進めた。 

①-１キャリアパスポ
ートにどのような情
報や内容を入れるの
か、また、保護者と
の共有をどのように
するのかなどが課題
である。 

 
 
 
①-２現場実習の充実
や、就労後の定着に
向けた個別の指導や
支援も課題である。 

①-１幼小中普部保護者
へ「個々に応じた進
路指導を行っている
か」の問いに、「そ
う思う」が８割を超
えたが、「あまり思
わない」の回答も若
干見られた。(評価ア
ンケート) 

 
①-２理療専攻生徒で、
「個々への進路指
導」の肯定的回答が
８割程だが、国家試
験対策については評
価が若干下がる(評価
アンケート) 

 

①-１キャリアパス
ポートの導入な
ど、自らの進路を
主体的に考えるた
めの取組みを進め
た。教育課程の中
での実習の回数な
どの検討や工夫も
課題である。 

 
①-２国家試験対策
について、補習の
機会を増やすなど
の改善を図った。
今後も検証や継続
的取組みが必要。 

①-１キャリアパス
ポートを含めた
取組みや保護者
との共有や共通
理解の醸成など
のため、取組み
を継続する。 

 
 
 
①-２理療専攻の生
徒の個々の課題
の解決や就労の
定着などに向
け、現在の取組
みの充実を継続
する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月３日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①関係機関や地域と
の連携・協力を推
進し、社会体験・
貢献等の教育活動
を充実させる。 

 
 
 
 
②視覚障害教育に関
するセンター的機
能を推進する。 

①大学、企業、関係機
関、地域の学校、近
隣施設等との連携・
協力に基づく計画的
で効果的な教育活動
を実施する。 

 
 
 
②視覚障害教育のセン
ター的機能と本校の
魅力に関する情報発
信の充実に向け、編
集会議や広報活動を
効果的に実施する。 

 

①それぞれの教育活動に
ついて、教育課程上の
位置づけや教科との関
連性を明確にする。 

 
 
 
 
 
②学校ホームページの有
効活用や広報媒体の工
夫などにより、効果的
な発信を行う。 

①それぞれの教育活動に
ついて、教育課程上の
位置づけを明確にし、
効果的な学びとなった
か。 

 
 
 
 
②ホームページを含めた
媒体により、視覚障害
教育や本校の魅力につ
いて、発信を充実させ
ることができたか。 

①地域の施設、近隣の
学校、外部団体など
との連携による教育
活動について、教育
課程での位置付けも
整理しつつ取組むこ
とができた。 

 
 
②ホームページの内容
や更新、管理業務に
ついて整理、改善を
行い、リーフレット
なども含め周知活動
の充実を図った。 

①校外での活動や交
流での活動につい
て、今後も教育課程
内の位置付けやねら
いを整理し、丁寧な
準備により有効な活
動にしていく。 

 
 
②本校の教育活動や
特色について、ホー
ムページも含め、情
報発信の充実に取組
んだ。 

①交流や外部団体との
活動を行う時の事前
の情報共有やねらい
の共通理解につい
て、課題はあるが、
今後も丁寧に取組む
と良い。(学校運営協
議会) 

 
②情報発信について、
学校運営協議会の部
会のテーマとし、学
校全体での熟議の場
もつくることができ
た。(学校運営協議
会) 

 

①活動の位置付けや
ねらいの明確化を
進めることができ
た。相手先との連
携による丁寧な準
備等は今後も必要
である。 

 
 
②ホームページなど
どに加え、オープ
ンスクールや町内
会の行事等、情報
発信を進めること
ができた。より効
果的になるよう検
討や工夫が必要。 

 

①今後も教育課程
内の位置付けや
ねらいの整理を
継続し、丁寧な
準備も併せて効
果的な活動にし
ていく。 

 
 
②学校運営協議会
も関わりなが
ら、学校の情報
発信について、
より効果的な内
容や方法を模索
する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安心安全な学校づ
くりを推進し、組
織的な体制や環境
整備等の改善を進
める。 

 
 
 
②信頼される学校づ
くりとして事故・
不祥事防止を推進
する。 

 

①安全面の向上に向け
た校内環境整備の見
直しと必要な改善を
行う。 

 
 
 
 
②マニュアルの改訂等
による事故・不祥事
防止を推進し、職員
の人権意識を向上さ
せる。 

①校地内の動線の環境整
備や防災訓練の工夫な
ど安全な生活環境の実
現や、働き方改革とし
ての業務改善を推進す
る。 

 
 
②マニュアルの改訂等を
推進する。研修等によ
り人権尊重の意識の醸
成を行う。 

 

①安全な学校生活のため
の環境整備や業務改善
を推進することができ
たか。 

 
 
 
 
②マニュアル等の改訂を
行えたか。事故・不祥
事防止及び人権意識に
関する職員の意識の向
上が図れたか。 

①防災等の訓練や防災
物品の管理、安全点
検など円滑に行うこ
とができた。不審者
対応の教職員訓練も
行った。 

 
 
②スクールバス運行や
アレルギー対応、緊
急通報などのマニュ
アルの改訂を行っ
た。情報セキュリテ
ィの研修を適時行っ
た。 

 

①防災物品の設置や
使用法など、実践的
な内容の理解や周知
が課題である。食堂
の環境整備も検討を
進める。 

 
 
②マニュアル改訂を
基に、バスの安全な
運行のため、ろう学
校とも打合せや協議
を継続する。 

①、②理療専攻生徒へ
の「適切な安全教育
や防災訓練」の問に
は８割が肯定的な回
答で、「安全で快適
な環境」については
６割程が肯定的な回
答であった。一方で
「そう思わない」の
回答も数％あった。
（評価アンケート） 

 

①従来からの防災訓
練や環境整備につ
いては、円滑に行
うことができた
が、現実に即した
工夫等が課題であ
る。 

 
②様々なマニュアル
等の改善をするこ
とができたので、
運営しての検証が
課題である。 

①実践的な訓練や
発災時に機能で
きる緊急時対策
の醸成を進め
る。校内の環境
改善にも継続的
に取組む。 

 
②実際に機能する
各マニュアルに
向けての検証と
そのための改善
を継続する。 

 

 


